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１ 市場動向の概要と対策

野 菜( )1

① 全体の動向と見通し

（東京都中央卸売市場）６月と７月の実績

概 況◎

総入荷量は、６月は前年比９４％だったものの、７月に入ると前年を上回るようになっ

た。価格はこの間通して前年を上回り、特にだいこん、きゅうり、なす、かぼちゃ、かんしょ、

えだまめなどは高い水準で推移した。一方ばれいしょ類、たまねぎ、セルリーなどは前年

を下回って推移した。

６月の取扱実績（計） ７月の旬別取扱実績

上旬 中旬

入荷量 前年比 単価 前年比 入荷量 前年比 単価 前年比 入荷量 前年比 単価 前年比

（ｔ） （％） （円/kg） （％） （ｔ） （％） （円/kg） （％） （ｔ） （％） （円/kg） （％）

総数 141,022 94 208 103 50,636 115 223 132 42,089 101 209 106

だいこん 9,314 87 88 134 3,351 102 97 163 3,220 99 85 102

にんじん 7,180 92 125 118 3,031 123 125 119 1,963 102 106 96

はくさい 6,253 91 81 121 3,282 162 66 110 2,342 112 51 61

キャベツ類 14,802 96 96 183 5,758 123 80 102 4,933 109 69 78

ほうれんそう 1,658 101 417 84 520 138 530 88 352 96 651 115

ねぎ 4,455 101 264 81 1,742 128 255 92 1,397 104 232 100

レタス類 7,573 94 157 122 3,252 122 98 80 2,774 100 108 102

きゅうり 7,658 89 228 114 3,151 102 299 194 2,405 82 342 206

なす 4,497 97 313 107 1,652 98 309 180 1,309 76 263 146

トマト 9,879 95 216 107 3,560 106 267 114 3,498 113 193 79

ピーマン類 2,977 98 237 94 960 100 309 145 883 115 256 130

ばれいしょ類 9,346 105 77 54 2,448 115 99 67 1,672 100 90 65

たまねぎ 13,153 91 50 63 4,323 121 78 97 3,945 111 68 85

かぶ 1,925 105 99 95 533 107 125 115 371 87 137 139

ブロッコリー 1,563 121 298 109 503 156 303 88 417 162 273 79

かぼちゃ 4,114 102 183 101 1,282 96 200 120 959 89 183 127

とうもろこし 3,884 96 217 87 1,426 92 254 152 1,318 95 174 117

かんしょ 1,422 87 282 134 618 110 304 160 523 93 256 146

にら 877 93 316 134 344 129 313 137 276 116 253 67

セルリー 916 103 234 80 328 113 187 81 311 112 157 75

えだまめ 672 67 1,077 129 452 68 925 176 565 79 699 150

食用菊 16 89 1,377 109 6 113 1,644 76 5 85 1,738 54

生しいたけ 508 93 910 97 199 144 859 87 137 100 1,063 96

なめこ 279 112 357 90 98 131 367 98 84 110 338 104

えのきだけ 491 78 254 118 174 103 290 138 136 75 249 146

しめじ 559 90 334 103 204 115 351 116 172 97 303 117

うち国外産野菜 4,513 99 190 106 1,549 129 216 110 1,144 100 252 115

品
目

区
分
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（東京都中央卸売市場）（８月の見通し）

概 況◎

８月は夏野菜の盛期となり、高冷地、東北産、北海道産が中心となって出回る。作柄は

概ね順調だが、相次いで上陸した台風や梅雨時の低温、日照不足により生育遅れや着果

不良などが出ている産地が一部見られる。

入荷量は、なす、かぼちゃ、にら、えだまめは前年を上回り、ねぎ、トマト、ばれいしょ

類、食用菊は前年並、だいこん、にんじん、はくさい、キャベツ類、きゅうりなどは前年を下

回る見込み。価格は、だいこん、キャベツ類、ほうれんそう、レタス類、きゅうり、えだまめな

どは前年を上回るが、にんじん、はくさい、ねぎなどは前年を下回る見込み。

入荷量が最も多いキャベツ類は、群馬、東北、北海道産が中心で群馬産が市況をリー

ドする。結球は概ね順調だが、岩手産の作付面積の減少などから総入荷量は前年比９８

％となり、価格は前年より上回る見込み。

区
分

入荷量（ｔ） キロ当たり単価（円） 山形県産前年８月実績

品
目 前年実績

前年比見
込（％）

5ヵ年平均 前年実績
前年比見
込（％）

5ヵ年平均 前年入荷量
前年占有
率（％）

だいこん 12,945 95 11,364 90 104 101 2 -

にんじん 7,370 95 7,170 122 98 141 - -

はくさい 8,405 95 7,355 80 99 99 - -

キャベツ類 15,002 98 14,606 70 104 84 - -

ほうれんそう 1,093 94 996 652 106 773 - -

ねぎ 4,342 100 4,255 378 75 284 86 2

レタス類 8,589 96 8,219 163 113 205 - -

きゅうり 9,849 92 9,870 229 110 254 287 2.9

なす 5,681 105 6,389 5,681 85 173 - -

トマト 10,935 100 11,485 288 95 269 148 1.4

ピーマン 2,059 98 2,367 319 82 256 - -

ばれいしょ類 7,143 100 7,101 123 80 118 5 0.1

たまねぎ 13,343 100 13,161 93 80 92 - -

かぼちゃ 3,532 110 3,965 146 92 142 136 3.9

にら 959 101 891 264 99 379 77 8

えだまめ 1,862 105 2,006 706 102 625 262 14.1

食用菊 28 100 24 1,661 100 1,509 20 70.4
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☆ えだまめ
（１）７月の販売状況

群馬、千葉、埼玉など関東産が中心だが東北産も日々増量。梅雨が明けてえだまめの

シーズン到来となった。台風と梅雨時の低温、日照不足などにより一部に生育遅れと着莢

や実の入りのバラツキが見られ、出足は今ひとつ。入荷量は前年及び平年比を３割程度

大きく下回った。価格は７月上旬９２５円 （前年比１７６ ）、中旬６９９円 （前年比１４/kg % /kg
東京都中央卸売市場扱い。９％）と高めとなった。 ※

※ 平年は平成９年から１３年までの平均値。平年単価は５カ年単価の単純平均。

「だだちゃ豆」は今年も人気間違いなし（２）８月の見通し

群馬産と東北産が中心となり、入荷量シェア４割強を占める群馬産が市況をリードする。

本県産も本格的な出荷期となり、昨年ビールの で人気が高まった「だだちゃ豆」は今CM
年も期待が持てる。低温、日照不足により生育遅れと着莢や実の入りのバラツキが見ら

れ、１０ａあたり収量が少なめとなる所もあるが、作付面積が増加していることから、入荷

量は前年を上回る見込み。価格は７月高め推移と旧盆需要による消費増により、前年並

からやや上回る見込み。

えだまめの市場動向
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13年単価
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14年単価

上旬     入荷量： 452ｔ （前年比 68 ） 価格： 925円/ｋｇ （前年比 176 ）
中旬     入荷量： 565ｔ （前年比 79 ） 価格： 699円/ｋｇ （前年比 149 ）

入荷量 価　　格 旬別相場予想推移
1,955ｔ 720円/ｋｇ 上旬
前年比　105% 前年比　102% 中旬
平年比　97% 平年比　115% 下旬

主な生産県の入荷見込み（ ８月 ）
県名 前年 前年シェア 前年比入荷 作 柄　概　況

入荷量（ｔ） （％） 見込（％）

群 馬 県 751 40.3 105

山 形 県 262 14.1 105

秋 田 県 234 12.6 105

作柄は平年並み～やや不良となっている。早期出荷もの
は、天候不順により着莢不良や実入りのバラツキが散見さ
れる。出荷量は作付面積増もあり前年を上回る見込み。

だだちゃ系早生品種は、肥大期で全般に草丈がやや短いが
莢数量、莢肥大は概ね順調。出荷ピークは平年並みの８月
上旬。だだちゃ系中晩生品種は着莢期だが、低温日照不足
により生育にややバラツキがある。

作柄は、低温日照不足により生育遅れ気味で、一部に着莢
不良や実入りのバラツキが散見される。出荷量は作付面積
増もあり平年比減だった前年を上回る見込み。




